	指導計画: 仕事

	月日: 
	クラス: 

	ALT: 
	時間: 

	授業のねらい: 仕事についての語彙に慣れ親しませる。

	留意点: パワーポイントでの音読では、教師も一緒に音読する。



	活動

	題材/語彙/表現/目標
	教材/教具
	知能

	あいさつ

	日常のあいさつ
e.g., “Hello! How are you today?” “ I’m great, hungry, tired, etc.” （「元気です」の代わりの ‘fine’は受け付けない。）



	特になし　　　　感情を表すフラッシュカード（必要に応じて）
	視覚（フラッシュカード）
対人（あいさつ）

	導入

	フラッシュカード
フラッシュカードにより、仕事に関連する語彙に対する生徒の理解度を調べる



	フラッシュカード

	視覚（フラッシュカード）
内省（個人の思考）　　　　対人（やりとり）


	学習

	語彙
パワーポイントを見せながら、生徒に英文を読ませる　　　　　　　　フラッシュカードでの復習で、語彙をそれぞれ理解させる

＊ＰＰＴの応答文は、生徒の関与度を高めるため、すべてI・・・を主語としています。



	パワーポイント、フラッシュカード
	言語（音読/発音）
視覚（パワーポイント）

	活動

	ジェスチャーゲーム
生徒に○○の記憶を通して、語彙を記憶させる
フラッシュカードを使い二度目の復習を行う
	フラッシュカード
	身体（動き）
論理 (ノンバーバルコミュニケーション）
視覚（フラッシュカード）





	まとめ

	振り返りとあいさつ
グループ内で授業の感想とあいさつを言わせる
あいさつでは手を振らせる



	特になし
	身体（動き）
対人（グループワーク）
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指導計画の補足

フラッシュカード:
教師は子どもたちに一枚ずつフラッシュカードを見せます。フラッシュカードの英語の語彙について一瞬考える時間を与え、答をみんなで共有することがねらいです。

語彙:
子どもたちと一緒に発音を練習します。最初は教師の後に発音させ、次にパワーポイントの英文を詠唱させます。それから、フラッシュカードの順番を変えて、素早く子どもたちに提示します。著名人の写真を加えることができれば、パワーポイントに楽しい要素が加わるかもしれません。


ジェスチャーゲーム:
最初にパワーポイントで語彙を紹介し、次にフラッシュカードで復習させます。それから、子どもたちを円形に座らせます。もしもクラスサイズが大きい場合は（16～20人）、二つのグループに分けて、指導者をもう一人増やすとよいでしょう。

次に、フラッシュカードを使用して、一人ひとりに「仕事」を与えます。円の中で、一人ずつ、自分の仕事について演じていきます。もちろん、演技の質は、子どもの障害により様々でしょう。日本語を話すことはできません。

もしも、子どもが与えられた「仕事」について恥ずかしくて演じることができない場合、その仕事ではなく、別の仕事を与えるとよいでしょう。また、もしもクラスサイズが大きすぎる場合には、二つのグループをつくり、早くゲームを終わらせることを目指せば、より面白くなるでしょう。場合によっては、勝ったチームに、簡単な賞品を用意してもよいでしょう。

ジェスチャーゲームに続いてフラッシュカードを使用した語彙の復習を行います。


振り返りとあいさつ:
授業の最後に、子どもたちにどのくらい授業を楽しんだのか質問し、みんなで共有します。最初に教師がジェスチャーを教えます。例えば、親指を立てると「とても良かった」。両手を横に振ると「まあまあ」。親指を下にすると「それほど良くなかった」など。


参照: 
The list of resources for the flashcards can be found at the end of the PowerPoint. 
